腎臓

1. 腎炎・ネフローゼ症候群について正しいものを２つ選べ。

(1) 微小変化型ネフローゼ症候群は一般に予後良好だが、急性腎不全を合併することがある。

(2) 成人の膜性腎症では補体が低下することが多い。

(3) ネフローゼ症候群には原発性のものと続発性のものが含まれるが、血尿を伴うものは除外される。

(4) Ｃ型肝炎にクリオグロブリン血症を合併するとしばしば膜性増殖性腎炎を呈する。

(5) ＩｇＡ腎症は一般に腎不全に陥ることは稀であり、積極的な治療の対象でない。

2. 次の文のうち、正しいものを２つ選びなさい。

(1) 慢性腎不全で血清Creが8.0mg/dlを超えたら直ちに透析導入する必要がある。

(2) 慢性腎不全の尿毒症として中枢神経症状が出現したら、早急に透析を開始する必要がある。

(3) 慢性腎不全で血清Ca濃度が減少するものは副甲状腺ホルモン濃度が低下するためである。

(4) 糖尿病性腎症では一般に造影剤による腎障害発生のリスクが高い。

(5) グルコン酸カルシウムの静注は最も早く血清K濃度を低下させる。

3. 慢性腎不全の進行速度に強い影響を与える因子を選べ。

(1) 血尿の有無

(2) タンパク尿の度合い

(3) 夜間尿の有無

(4) 慢性腎不全の原疾患

(5) 血圧コントロールの度合い

A(1,2,3)　B(1,2,5)　C(2,3,4)　D(2,4,5)　E(3,4,5)

4. A.高血圧をきたしやすい遺伝性腎疾患を２つ選べ。

(1) Bartter症候群

(2) Liddle症候群

(3) Gitelman症候群

(4) 腎性尿崩症

(5) 多発性嚢胞腎

B.上記の５つの遺伝性腎疾患のうち１つを選んで、その原因遺伝子、病態、典型的な症状について簡単に説明せよ。

5. 70歳男性、糖尿病性腎症による慢性腎不全。入院時浮腫がひどく、血圧150/100mmHg、Alb2.5g/dl、BUN68mg/dl、Cre6.2mg/dl、Na140meq/l、K6.4meq/l、Cl105Meq/l、随時血糖130mg/dl、尿蛋白1日5gであった。

A.　まず優先されるべき処置として適当なものを2つ選べ。

(1) ネフローゼなので、直ちにステロイド投与を行う。

(2) 直ちにACE阻害薬あるいはアンジオテンシン受容体拮抗薬により血圧を下げ、腎保護を図る。

(3) 浮腫に対してループ利尿薬を使用する。

(4) 高K血症に対してポリスチレンスルホン酸カルシウム（カリメート）を使用する。

(5) 腎生検を施行した上で治療方針を確定する。

B.　今後の治療方針と予想される予後について簡単に述べよ。

6. 食欲不振と倦怠感を主訴とする55歳男性。入院時検査にてBUN62mg/dl､Cre4.2mg/dl、Hb9.5g/dl。この症例における腎不全の原因、病態を明らかにするために、何をどのようにすすめればよいか。要点をのべよ。

